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                                                            第４号 みどり 
 
 

 

６月１２日（木） みどりの学校事前指導 午前中４時間 給食後下校（１３：２５） 

登校：７：５０～８：１０  

大バックと東中リュック（弁当以外）を持って登校し，大バックを体育館に置いてから教室へ 

①②荷物点検（記名等） ③学年集会 ④学活（最終確認） 

・大バックは点検後，防犯センサーのある部屋に鍵をかけて，14日（土）まで大切に保管します。 

・荷物に不足があった場合は１４：３０～１５：００に再登校して持ってきてください。 

もし，間に合わない場合は，出発当日に持たせてください。（自転車登校可） 

車の送迎について 

車での送迎を考えているご家庭につきましては，7：

30～7：50 の間に，右図のような動きでお願いします。

また，この日は他学年も登校しております。くれぐれも交

通安全に気を付けていただけると助かります。 

なお，雨天時は車の流れを変更することもありますの

で，ご承知おきください。 

 

６月１３日（金） 代休  

他校生徒や１・２年生は授業中です。節度を守って生活し，体調管理に努めましょう。 

 

６月１４日（土） みどりの学校出発  

登校：７：４０～８：１０（集合完了） 持ち物：東中リュック（お弁当をわすれずに） 

・欠席や遅刻の連絡は７：３０～７：４５の間に tetoru又は電話にてお知らせください。 

 ・出発は９：００を予定しています。バス配車予定の８：３０から出発予定の９：００までは，

校内へ車の出入りはできなくなりますので，ご注意ください。見送りされる保護者は８：３０

までに運動場へ駐車してください。 

 ・１，３年生の部活動の開始は１０：００以降になりますので，９：３０までには運動場を出て

いただきたいです。よろしくお願いします。 

 

６月１６日（月） みどりの学校帰校  

バス到着予定：１４：４５ 解散式：１４：５５ 下校：１５：１０ 

・迎えの車は１４：３０までに正門から入り，運動場に駐車してください。1・3 年生は授業中です。職

員が交通整理を行っていますので，案内に従ってください。バス到着後は，バスが学校を出発す

るまでしばらく校内への出入りはできません。 

・道路の状況により，学校着・解散時刻が変更になる場合があります。その場合は当日，tetoru でお知

らせいたします。 

 

６月１７日（火） 代休 疲れをゆっくりとりながら，テスト勉強に励みましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りより 

放浪の合唱作曲家，弓削田健介さんの話と歌 

を聞いて感想を書きました。 

 

 
「しあわせになあれ」を聞いて，自分の名前に

コンプレックスがあったけど，少し自分の名前が

好きになれたような気がしました。ありがとうご

ざいます。今こうやって生きていてるのも当たり

前ではなく，やりたいことができるのも普通のこ

とではないんだなと実感した。今幸せなことをし

っかり理解して生きていていこうと思った。 

 初めの「ハナミズキ」から感動で，ずっと涙が流

れ続けていました。特に「しあわせになあれ」で

は，私の名前を呼んでくれる母や父，弟，妹，親

せき，部活動の仲間からたくさん名前を呼ばれ

た気がして，とてもしあわせでいっぱいになりま

した。大きな感動を届けてくださり，ありがとうご

ざいました。 

 弓削田さんのキレイな歌声とビデオに感動しま

した。目を閉じて自分の名前をたくさん呼んだと

きに，「しあわせになあれ」の歌詞がとてもしみま

した。周りの余計なものを閉じて遮断している

と，「しあわせになあれ」の歌詞に集中することが

でき，名前をつけてくれた両親たちの気持ちがよ

く理解できました。 

 「しあわせになあれ」を聞いて，もともと自分の

名前は漢字も読み方も気に入っていたけど，こ

の曲を聞いて，もっと自分の名前を大切にして

いきたいなと思いました。あと，全校の全員で

「越えてゆけ」を合唱で聞いて，楽しかったし，感

動しました。勉強やスポーツは苦手だけど，がん

ばろうと思えました。 

 「しあわせになあれ」のときでの，呼ばれた人が

私の転校前の大親友でした。今でも思い出し

て，泣けてくるときもあります。でも弓削田さん

の曲を聞くと，思い出したのは楽しいことばかり

で，応援されているようで助けてもらった感覚で

した。歌った「越えてゆけ」という曲も，落ち込ん

でいたりすると元気がもらえたり，前に進む勇気

をくれるような曲でした。 

 弓削田さんの活動への思いが，とても伝わってきました。九州から全国に行ってコンサートをしてい

るのがとてもすごいと思いました。何よりも弓削田さんが，コンサートを楽しんでいるように見えまし

た。そんな弓削田さんを見て，自然と笑顔になれました。きっと震災にあった方たちも，弓削田さんの歌

や弓削田さん自身に励まされていたんだようなと感じました。 


